
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

14 － 17
19 － 18
16 － 15
19 － 16

－

山口 熊本
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 8 1 2 1 4 6 9 4 * (C) 9 1 2 2 4 10 0

5 * 8 0 4 0 1 17 0 5 4 0 2 0 1 3 0

6 2 0 1 0 0 1 0 6 2 0 1 0 1 2 0

7 * 16 0 8 0 0 2 4 7 - - - - - - -

8 * 9 0 4 1 2 9 1 8 * 14 0 6 2 1 14 2

9 - - - - - - - 9 * 12 2 3 0 1 3 1

10 8 0 4 0 1 3 2 10 4 0 1 2 1 1 0

11 * 17 1 7 0 1 2 0 11 * 15 0 7 1 1 9 1

12 - - - - - - - 12 0 0 0 0 0 0 1

13 0 0 0 0 0 0 0 13 - - - - - - -

14 0 0 0 0 0 0 0 14 * 6 0 3 0 3 1 2

0 0

68 2 30 2 9 40 16 66 3 25 7 13 43 7

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

コーチコーチ 髙部 貴透

右田 卓也

趙 漢辰

西山 泰加

今村 直哉

野口 龍太郎

古家 凜

北原 秀明

岩下 盛大

伊東山 允

村上 雄大

池上 祥悟

村上 奨摩

石井 悠太

梅田 涼雅

濱中 陸

鬼武 鷹平

丹 裕太郎

森 健太

合計

戦　　評

記載者 三根　正美 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

１回戦、山口県対熊本県、両者ともにハーフコートのマンツーマンでスタート。山口県も熊本県も＃８を
基点に得点を重ねる。残り５分山口県は、ハーフゾーンへ守備を変えリズムを掴もうとするが、対する
熊本県も厳しいマンツーマンでプレッシャーをかけ両者共に互角の戦い。１Q、１４－１７で熊本県リー
ド。２Qに入っても点の取り合いで点差が開かない、両者メンバーを入れ替え守備を変化させるが、３３
－３５熊本県リードで前半終了。３Q、一進一退の攻防が続く中、残り４分リードを許していた山口県
が、ゾーンの効果で速攻を生かして加点し、４１－４１の同点に追いつく。熊本県も守備の態勢を固め
確実にリバウンドを支配し、４９－５０熊本県が１点リード。４Q、山口県は＃１１の連続３ゴールで６４－
６０とリードしたところで熊本県タイムアウト。引き離しにかかる山口県だったが、熊本県も粘りをみせ６
４－６４同点。攻防が続き、熊本県は残り19秒のラストチャンスを生かせず。逆に残り６秒山口県タイ
ムアウト。土壇場で＃７のシュートが決まり６８－６６で山口県が勝利を決め試合終了。
逆転に次ぐ逆転で最後まで勝敗の行方がわからない白熱したゲームであった。

佐々木 隆成

清辻 款矢

No. 18B-1 日時：

選　手　氏　名

中村 功平

田坂 哲平

●阿部　聖（北海道）

松富　広樹（長崎）

川﨑 圭大

選　手　氏　名

競技記録

山口 熊本68 66

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子１回戦

主審

副審

○
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

21 － 25
24 － 22
25 － 16
16 － 16

－

香川 神奈川
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 14 0 3 8 4 4 2 4 (C) 8 2 1 0 3 1 1

5 * 16 1 5 3 3 4 5 5 * 5 1 1 0 0 3 0

6 - - - - - - - 6 * 4 0 2 0 2 5 2

7 * 8 2 1 0 0 0 1 7 3 0 1 1 2 4 2

8 9 3 0 0 1 3 0 8 * 7 2 0 1 3 1 0

9 6 0 3 0 1 5 0 9 * 11 0 5 1 3 2 2

10 - - - - - - - 10 6 0 3 0 0 6 0

11 2 0 1 0 0 1 3 11 7 1 2 0 0 0 0

12 1 0 0 1 3 1 0 12 4 0 2 0 2 7 0

13 * 26 6 4 0 2 2 1 13 2 0 1 0 2 0 2

14 * 4 0 2 0 1 6 1 14 * 22 0 9 4 4 13 0

0 0

86 12 19 12 15 26 13 79 6 27 7 21 42 9

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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コーチコーチ 色摩 拓也

塚本 雄貴

中川 洸弥

佐久間 澪

戸田 晃輔

小野 玲音

望月 大地

ﾅﾅｰ ﾀﾞﾆｴﾙ弾

高橋 正幸

須藤 昂矢

新田 嵐

ABU PHILIP

鈴木 凉太

金丸 晋平

濱田 貴流馬

若狭 功希

小谷 健太

都澤 健斗

ﾘﾝﾀﾞｰﾗｲｱﾝ 雅輝

合計

戦　　評

記載者 上野　陽一 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

松本 孝介

近石 泰成

No. 18B-2 日時：

選　手　氏　名

高橋 龍斗

前山 卓矢

●藤垣　庸二（宮城）

一瀬　諒（長崎）

松尾 季風

選　手　氏　名

競技記録

香川 神奈川86 79

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館11:45

少年男子１回戦

主審

副審

○

１回戦、香川県対神奈川県。香川県はマンツーマン、神奈川県はオールコートゾーンプレスからゾーンディフェンス

でスタート。１Q中盤まで香川県は＃１３のアウトサイドシュート、神奈川県は＃１４のゴール下シュートを中心に加

点し合い残り１分＃４の連続３Pが２本決まり２１－２５で神奈川県がリード。２Qは神奈川県＃１０、＃１４のセンター

プレイで着実に得点するのに対し、香川県はアウトサイドシュート、ドライブインで応戦し、４５－４７で神奈川県リー

ドで前半終了。３Qに入り、神奈川県はマンツーマンに変え、＃１４のリバウンドシュート、＃９のドライブイン＃１４の

スチールからのダンクシュートで引き離しにかかるが、香川県も＃１３のアウトサイドシュート、＃８の連続３Pシュー

トで残り５分に逆転。残り２分にも香川県＃１３が連続３Pシュートを決め７０－６３で香川県がリード。４Qは両チーム

ともアウトサイドシュート、ドライブインを決め合い一進一退の攻防が続く。残り５分神奈川県は８点ビハインドで

オールコートプレスに出る。残り４分でタイムアウトを取り、＃１４にボールを集め追い上げに掛かるが、８６－７９香

川県の勝利で試合終了。連携プレイを展開した香川県が高さの神奈川県を上回った試合であった。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

17 － 16
26 － 16
12 － 42
21 － 27

－

鹿児島 福井
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 10 0 5 0 3 9 3 4 6 0 3 0 0 6 0

5 * 25 4 6 1 2 6 1 5 * 10 0 4 2 1 6 1

6 6 0 3 0 0 4 0 6 0 0 0 0 1 0 0

7 * 7 1 2 0 1 3 1 7 * 10 0 5 0 0 6 0

8 * 0 0 0 0 1 2 0 8 5 1 1 0 3 4 4

9 * 14 0 6 2 1 7 0 9 0 0 0 0 0 0 0

10 6 0 3 0 2 1 1 10 10 0 3 4 1 4 0

11 0 0 0 0 0 1 0 11 * 10 1 3 1 3 2 2

12 8 0 4 0 1 7 0 12 4 0 1 2 0 0 0

13 0 0 0 0 1 1 0 13 * (C) 4 0 2 0 0 1 3

14 0 0 0 0 2 0 2 14 * 42 11 4 1 0 5 1

0 0

76 5 29 3 14 41 8 101 13 26 10 9 34 11

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

コーチコーチ 中島 祐介

大崎 翔太

清水 子清

朝井 佳祐

高木 慎哉

苗田 将輝

横地 夏樹

佐藤 大地

久井 茂稔

中村 ジャズ

八角 亮

松山 駿

大田 信和

山田 安斗夢

古田 仁大

河井 竜

松本 征樹

緒方 堅也

山田 亮平

合計

戦　　評

記載者 田代　秀憲 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

小野 晃弘

土器手 康晴

No. 18B-3 日時：

選　手　氏　名

鎌迫 諒太

堤 昂大

○松岡　隆博（岩手）

久山　善弘（長崎）

平野 健斗

選　手　氏　名

競技記録

鹿児島 福井76 101

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館13:30

少年男子１回戦

主審

副審
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鹿児島 福井

１回戦、鹿児島県対福井県。１Ｑ、両チーム共にマンツーマンでスタート。開始早々、福井県＃７のシュートが決まる。

鹿児島県＃４がリバウンドを頑張り、残り４分鹿児島県リード。しかし、終了間際福井県＃１４の３Ｐが決まり、１Ｑ、

１７－１６で終了。２Ｑ、鹿児島県＃１０・＃１２の連続シュートから試合が動く。残り８分２３－１６鹿児島県リード。残

り６分鹿児島＃１２のシュートが決まるとたまらず福井県がタイムアウト。流れを変えたい福井県は、＃５・＃１４の

シュートで踏ん張りを見せるが、小刻みに得点を重ねる鹿児島県の勢いは止まらない。残り３分３６－２１で福井県

２度目のタイムアウトを取るが、逆に鹿児島県がリズムを掴み、結局４３－３２で鹿児島県リードで前半を終了。３Ｑ、

福井県は、残り７分＃１４の連続シュートから一気に同点。さらに、残り５分福井県は＃１４の３Ｐで７点リードとなり、

鹿児島県はたまらずタイムアウト。しかし厳しさを増した福井県のディフェンスに鹿児島も苦しみ、５５－７４で３Ｑ終

了。４Ｑ、確実に得点を重ねる福井県に対し鹿児島県は点差をつめることができない。結局１０３－７６で試合終了。

後半ディフェンスの圧力を増した福井県が＃４を中心に全員で戦った鹿児島県に勝利した。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

13 － 24
17 － 9
28 － 15
22 － 17

－

岩手 滋賀
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 5 1 1 0 1 2 2 4 * (C) 15 1 6 0 1 7 2

5 5 0 2 1 1 7 0 5 2 0 1 0 3 1 1

6 10 2 2 0 1 4 1 6 5 1 0 2 2 0 0

7 0 0 0 0 2 1 2 7 * 20 1 7 3 2 7 1

8 * 16 1 6 1 3 4 0 8 0 0 0 0 0 0 1

9 * 0 0 0 0 0 2 1 9 0 0 0 0 1 1 1

10 * 12 2 2 2 1 2 3 10 * 12 2 3 0 3 6 1

11 * 15 2 4 1 3 6 1 11 * 3 0 1 1 3 1 4

12 10 0 5 0 2 5 0 12 0 0 0 0 0 0 0

13 5 1 1 0 0 0 0 13 2 0 1 0 1 0 0

14 2 0 1 0 0 0 0 14 * 6 0 3 0 2 7 1

0 0

80 9 24 5 14 33 10 65 5 22 6 18 30 12

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

競技記録

岩手 滋賀80 65

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館15:15

少年男子１回戦

主審

副審

○ ●本間　充（東京）

三浦　貢一（長崎）

今野 大貴

選　手　氏　名

柳澤 竣

山崎 格之

No. 18B-4 日時：

選　手　氏　名

杉内 瑛

菊池 直生

合計

戦　　評

記載者 岸川　健太 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

千代 虎央太

野村 つよし

大西 諄紀

岩井 勇人

千葉 高生

沼倉 壮輝

平賀 一輝

曽我 亮太

澁田 怜音

コーチコーチ 室岡 茂彰

草川 涼輔

濱元 海

水上 大輔

森山 修斗

辻丸 大河

丸太 晶希

高木 伸久

寺田 均

服部 幹也

１回戦、岩手県対滋賀県。お互いマンツーマンでスタート。１Ｑ、序盤は一進一退の攻防が続くが、滋賀県＃７の

ゴール下シュートがよく決まる。岩手県は残り３分でオールコートゾーンプレスに切り替える。岩手県も＃６の３Ｐな

どで反撃するが滋賀県の勢いは止まらず、２４－１３滋賀県リードで終了。２Ｑ、岩手県がゾーンディフェンスにシフ

トし滋賀県の得点が止まる。残り５分、滋賀県のファウルが重なり滋賀県たまらずタイムアウトを請求。流れを変え

ようとするが、岩手県は＃１２の連続ゴールで得点を重ね３３ー３０滋賀県３点リード前半終了。

後半開始直後、岩手県＃８の３Ｐですぐさま同点に追いつくが滋賀県も＃１０のシュートで反撃。開始４分、滋賀県

＃１３のアンスポーツマンライクファウルでもらったフリースローを岩手県＃８が落ち着いて決める。滋賀県も＃４の

連続ミドルシュートで反撃し５８－４８岩手県リードで３Ｑ終了。４Ｑ、一進一退の攻防が続くが残り３分、岩手県＃

６、＃１０の３Ｐが立て続けに決まり滋賀県たまらずタイムアウトを請求し流れを切ろうとする。しかし、流れは変わら

ず、８０－６５でゲーム終了。３Ｑに岩手県が仕掛けたゾーンプレスが流れを引き寄せたゲームだった。
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